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平田光司 研究代表者h1τata@soken.ac.jp
教育研究交流センター

総研大共同研究「科学と社会」は、科学研究者が「科学と社会」の問題に

正血から向き合おうという、続ネ汗大の教丁1'を中心、とした研究紕織で、 2000

年(平成 12年度)から活動しています。 12年度の研究成果は「科学と社

会 2000 で祁告しました、」本i志は 13年度の成果様告で、ワークシヨツプ

住降演とそれに続く言倫命)の,ι1永と、独立した論文から成っています

現代では、科学が社会の中でほとんどあらゆるところに影響をおよほして

おり、さまざまな人が科学について発吾するようになっています科学名に

とっても、科学研究を遂行するにあたって(研究費の獲得から成果の応用ま

で)大なり小なり社会とのかかわりを避けることはできない状況です科学

者が「科学と社会」の関係を考える必要があることは言うまでもありません

が、それを深め、学問化していくことも必要だと思、います。科学者だけが科

学斗こついて正しい知識を持ち、科学について発言する資格がある、というわ

けではまったくなく、逆に、普通の科学名は白分の専門外のことについては

しろうとであり、また、科学の社会的側而についても特にくわしく知ってい

るともdえないと周、いますしかし、多くの人が科学について考える必要が「コ

あるなら、科学者もそれに参加する必要はありますし、現に科学研究をおこ

なってぃる研究名ならではの視点もあると思います。このような科子者の視

点を提供し、社会の批判をあおぎ、それに答えていくことは、科学と社公の

調和ある発展のために、欠くことのできない活動だと思います

本研究会の趣旨に賛同され、参加される力を常に募っていますホム

ヘージは

卑1

はじめに

「干レ'1.と社会 2000」耗介研究大学院人学、 sok."d川・km'yu・0106001(2001年)
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http://koryu.soken.ac.jp/'center/home/kyodo/SS/invitation.html
です。

平成13年度の活動

2001年4月9日総合研究大学院大学葉山キャンパスでルーヴァン大学

の Jean Bricmont 氏に「sod010gy and Epistem010gy」という講演をお願

いしました昨年、翻訳が岩波から出版され話題になった「「知」の欺嘱」

の著者のひとりです、2。

本年度第 1回会合:10月1日。講演:合庭惇「情報社会の,者問題」この

他に本年度の予定について議論しました。

第 2 回会合:11月8日、ミニワークショップ「地震予知の可能性/現実

性」。講演:溝上恵(東京大学名誉教授)、島村英紀(北大教授、地震火山研

究観測センター長)。司会:神沼克伊。本論文集第 1部。

演:井上正男(北国新聞)「現代の科学ジャーナリズムその問題点と具体的

な解決方法」、林衛「日本の科学ジャーナリズムは啓蒙の時代を乗り越えら

れるか」。本論文集第Ⅱ部

第 4 回会合:3月8日、ミニワークショップ「エビデンスの質の高さと社

会における利用」(続数研共同研究「因果推倫」と共催)。統計数理研究所

轟堂。講演:平川秀幸(京都女子大学)「りスク論を社会に適用する際の原

則」、吉川肇子(慶應義塾大学)「りスク・コミュニケーションとはどのよう

な考え方か」。司会:柳本武美。本論文集第Π1部。

第 5 回会合:3月18日、ミニワークショップ「社会のための科学」。蒜演

中島尚正(放送大学)「科学は必要とされているか」、中島貴子(東京大学)

「りスク社会における食の安全と科学」、吉田民人(中央大学)「大文字の第

*2
「知」の欺1滿ポストモダン忠恕における干レγ'の潟川、アラン・ソーカル、ジ七ン

リクモンX、 1"崎帖明、人野北削、切11茂樹,J{、マ1波'1}'1,1;(2000)

ブ

ショッフ゜第3 回会合 講ムス
、
、3 、日8月21

、
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2次科学革命大文字のパラダイムの 6つの転回」。司会:永山国昭。「科字
と社会2002」に収録予定

本論文集について

ここに収録されてぃるワークショップは、この共同研究のメンバーが重要

と思う問題にっいて、くわしく状況を把握するために開いたものです轟師

の人選など、メンバーがコンタクトできる人から、最適と思われる方にお願

いしたものです。十分な整理のないまま、講演会と討論の記録を公表するこ

とにはためらいもありますが、これも科学者集団のまじめな発言と考えてい

ただけれぱ幸いです

科学ジャーナリズムのワークシ,ツプにっいては、多少、特殊な点があり

ます。現状にっいても未整理なまま、とにかく議論を始めるためにワーク

ショップを行いました。司会をした柴崎氏が述べているように、今後ともこ

の研究会の重要テーマとして追求していくべきテーマです。本論文集の 2つ

の講演、「科学と社会2000」と本論文集にある保坂氏の論考をべースに、こ

のテーマの今後の展開を考えていきたいと周、います。科学ジャーナリズムに

つぃては、科学者側、市民側、科学政策を遂行する側、さらにジャーナリス

ト自身の仙からなど、それぞれの観点からの批判、不満、提口を整理するこ

とが今1奏必要なことだと思います。

B年度の本共同研究は総研大以外にも稲盛財団の助成によって支援され

ました。感謝します

共同研究「科学と社会」代表平田光司
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